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　「
第
２４
回
う
な
ま
地
蔵
夏
祭
り
＆
第

３
回
エ
イ
サ
ー
交
琉
祭
み
さ
と
」（
岡
田

憲
幸
実
行
委
員
長
）が
、８
月
２７
日（
土
）

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
青
空
に
恵
ま
れ
た
絶
好
の

祭
り
日
和
。
午
前
１１
時
か
ら
五
十
鈴
川

に
お
い
て
、
魚
の
つ
か
み
取
り
大
会
が

行
わ
れ
、
こ
ど
も
達
が
懸
命
に
魚
を
追

い
か
け
て
い
ま
し
た
。
祭
り
は
、
北
郷

小
学
校
の
マ
ー
チ
ン
グ
・
黒
木
小
学
校

の
ダ
ン
ス
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
民
謡

や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
火
伏
せ
ち
ん
ど
ん
五

人
衆
な
ど
に
よ
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で

盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
盆
踊
り
と
北
郷

音
頭
で
は
、
区
民
、
帰
省
客
、
観
光
客

に
よ
る
大
き
な
踊
り
の
輪
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
祭
り
の
目
玉
で
あ
る「
第
３
回
エ
イ
サ

ー
交
琉
祭
」で
は
、
町
内
外
か
ら
５
団

体
約
６０
名
が
、
沖
縄
の
伝
統
芸
能
エ
イ

サ
ー
の
演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。エ
イ

サ
ー
日
出
克
ラ
イ
ブ
と
エ
イ
サ
ー
総
踊

り
で
は
、
琉
球
の
調
が
会
場
全
体
を
包

み
込
み
、
華
麗
で
勇
壮
な
踊
り
に
会
場

か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。�

　
今
年
は
、『
希
望
』と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
に
元

気
を
与
え
ら
れ
た
夏
祭
り
と
な
り
ま
し

た
。�

�

南郷分団第３部�

　
今
年
で
33
回
目
を
数
え
る
南
郷
区
の

夏
の
風
物
詩「
百
済
の
里
い
だ
ご
ろ
祭
り

（
金
丸
文
彦
実
行
委
員
長
）」が
８
月
15

日（
月
曜
日
）南
郷
茶
屋
下
駐
車
場
を
メ

イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

は
口
蹄
疫
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、
昨
年

の
分
ま
で
と
実
行
委
員
会
を
中
心
に
準

備
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。�

　
午
前
中
は
上
小
丸
川
漁
業
協
同
組
合

の
協
力
で
開
催
さ
れ
た「
小
丸
川
釣
り
大

会
」と「
魚
つ
か
み
ど
り
大
会
」、
会
場
の

長
堀
地
区
赤
谷
橋
下
の
特
設
会
場
は
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
南
郷
茶
屋
下
駐

車
場
。
夕
方
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
２
年
ぶ
り
の
お
祭
り
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
雨
天
決
行
と
な
り
ま
し
た
。
最
初

は
、
青
年
団
に
よ
る
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ

大
会
が
開
か
れ
、
青
年
に
来
場
者
が
挑

戦
し
ま
し
た
。
次
は
北
郷
区
か
ら
エ
イ
サ

ー「
絆
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
の
披

露
。
雨
の
中
で
し
た
が
、一
生
懸
命
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
延
岡
市

の
ア
ン
デ
ス
民
族
音
楽
i
n
t
i（
イ
ン

テ
ィ
）の
演
奏
や
、
橘
太
鼓
響
座
の
皆
さ

ん
に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
他
に
も
、
南
郷
区
で
は
す
っ
か
り
恒
例

と
な
っ
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
お
楽
し
み

抽
選
会
な
ど
も
あ
り
、
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
祭
り
終
盤
に
は
雨
も
何
と
か
止
ん
で
、

祭
り
の
メ
イ
ン
で
あ
る
い
だ
ご
ろ
総
踊
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
神
門
上
区

公
民
館
と
水
清
谷
公
民
館
合
同
の「
た
な
」、

ま
た
、
他
の
公
民
館
に
も
三
味
線
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
軽
快
か
つ
迫
力
の
あ
る
音

が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
踊
り
の
輪

は
会
場
に
広
が
り
、
来
場
者
の
顔
に
も
笑

顔
が
。
全
員
が
一
つ
に
な
っ
た
お
祭
り
と

な
り
ま
し
た
。�

　
祭
り
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
そ

し
て
悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
来
場
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
。
ご
苦
労
い
た
だ
き
ま
し

た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
へ
感
謝
し
、
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
祭
り
実
行
委
員
会
）��



　国際理解教育の一環として、夏休み期間を利用して美郷南学園（清水健史校長）と韓国の林川(イム
チョン)中学校（朴(パク)ノワン校長）との相互交流が実施されました。�
　昨年は口蹄疫の影響で中止されたために、訪韓は２年振り、林川中学校の来日を伴う相互交流は５年
振りでありましたが、南郷区が積み重ねてきた韓国との絆は強く、心と心の通い合った大変感動的な交
流活動が展開されました。�
�

　太平洋戦争時の学童疎開が縁で始まった沖縄県豊見城市との姉妹都市交流事業として、北郷区子
ども会育成連絡協議会（子育連）は７月と８月に豊見城市子育連と交流を行ないました。昨年度は口蹄
疫により事業が中止になったため、本年度は北郷小と黒木小の５・６年生２学年の２７名とジュニアリーダ
ーとして北郷中の２名が交流を行ないました。�
　７月２３日から２５日の２泊３日で福田裕人会長ほか４名の引率により豊見城市を訪問しました。那覇空
港に到着後、豊見城市子育連のジュニアリーダー３名と合流して「ひめゆり平和祈念資料館」などを見
学し、戦争と平和について学びました。歓迎式典では、豊見城市と同教育委員会及び同子育連の歓迎
を受け、交流家庭との顔合わせの後、手作りカレーなどのもてなしがありました。２日目は、それぞれ交
流家庭に分れて国際通りや海岸で交流を行ない、午後からは「全沖縄子どもエイサーまつり」に出演し
練習の成果を披露しました。２泊とも糸満市
青少年の家で豊見城市の子どもたちと寝泊
りしたので、帰るころにはすっかり仲良くな
り北郷での再会を約束しました。�
　うなま地蔵夏まつりを挟んだ８月５日から
７日の３日間に豊見城市子育連が北郷を訪
問する予定が台風９号の影響で飛行機が
飛ばず７日のみの交流になりましたが、子ど
もたちはお互いに再会を喜び合いました。
また、豊見城市の子どもたちには強行日程
で疲れているにもかかわらずエイサーを披
露してもらい北郷区子育連関係者は感動し
ていました。�
　今回の交流で２３回目となったこの事業で
すが、改めて姉妹都市の絆を確認しあいま
したので、今後の交流の益々の発展が期待
できます。�

　西郷区では、第20回青少年派遣研修事業が、7月27日から29日までの2泊3日の日程により、他県の自然に
親しみ文化（衣・食・住など）について見聞し、各教科や特別活動における学習の視野を視野を広めることを
第１の目的に行われました。今回は、昨年口
蹄疫により事業が中止になったため、田代小
学校6年生22名と西郷中1年生14名、引率者
5名の計41名（団長：長友靖史生涯学習課長）
が参加しました。派遣先は、本町と同名の島
根県美郷町と広島県広島市でした。�
　島根県では、石見銀山（世界遺産）を見学し、
ガラス工芸、そば打ち、カヌーの体験・交流を
行いました。広島市では、世界遺産の厳島神
社と原爆ドームや資料館を含む平和公園を
見学し平和学習を行いました。また、ほとん
どの行程で電車・新幹線・船等の公共交通機
関を利用しました。研修生は、３つの世界遺
産や教育文化施設の見学、派遣先での様々
な交流体験を通して、大変有意義な3日間を
過ごしました。�
�

【韓国訪問（7/27～7/30）】�
　美郷南学園の７年生と8年生、井口勲団長
をはじめとする引率者を合わせて総勢４４名
の交流団で韓国を訪問しました。�
　林川中学校への交流訪問をはじめ、美郷
町との姉妹都市である韓国扶餘(プヨ)邑に
ある、サムルノリ教育院（林炳高(イムピョン
コウ)院長）、扶餘邑庁（金光玉(キムクァンオ
ク)邑長）、扶餘教育支援庁（金泰正(キムテ
ジョン)教育長）を表敬訪問し、各所で歓待をして頂きました。�
　林川中学校では、地区の大会で２位になったというサムルノリの
演奏や、韓国コマなどの伝統的な遊び等を紹介して頂きました。
美郷南学園の生徒からは、本町国際交流員の金素娟さんアドバイ
スの下、がんばって練習した韓国語を交えての学校紹介と、「ＡＫ
Ｂ４８」の曲に合わせた元気なダンスを披露し、交流会を盛り上げま
した。�
　「言葉は分からなくても心は通じるということを学びました。」と、
参加した生徒の感想からも、今回の韓国訪問が生徒それぞれの大
きな自信となり、国際人としての第一歩を踏み出したことを確信出
来た研修となりました。�
�
【林川中訪問団受入（8/7～8/10）】�
　林川中学校の朴定漢（パクジョンハン）教頭先生を代表とする、
生徒１６名、引率の先生方４名の計２０名の訪問団が、８月８日～９日
にかけて南郷区を訪れ、美郷南学園の生徒らと交流を深めました。�
　対面式では、９年生によるサムルノリと、５年生による「ソーラン節」
の披露、幼稚園生から９年生までの全校児童生徒による校歌斉唱
などで歓迎の気持ちを表しました。林川中学校からは、オカリナの
演奏と日本語を勉強する際に歌っているという「サオリソング」を披
露してもらいました。�
　昼食では、流しそうめんが大好評で、林川中の生徒からは「マシ
ッソヨ！（美味しい！）」と歓声があがっていました。午後からは宝探
しや、チーム対抗の長縄跳びなどで一緒に汗を流し、心に残る楽
しい交流のひと時を過ごしました。�
　また、夜にはコテージ山霧に於いて、歓迎の交流会が町関係者
や生徒・保護者・先生方も参加して盛大に開催されました。�
　翌日のお別れの際には、記念写真を撮ったり、メールアドレスを
交換したり、手紙の約束をしあう場面も見られ、国境を越えた友情
があちこちで芽生えていました。�
�



田
代
小
学
校
で�

国
際
理
解
学
習
を
行
い
ま
し
た�

　
美
郷
町
の
国
際
交
流
員 

金
素
娟（
キ
ム
ソ
ヨ
ン
）さ
ん
が
去
る
７
月
６
日
に
西

郷
区
田
代
小
学
校
で
国
際
理
解
学
習
を
行
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
活
動
は
南
郷
区
内
の
小
中
学
校
で
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
韓

国
文
化
の
紹
介
や
ハ
ン
グ
ル
語
の
勉
強
な
ど
異
文
化
を
理
解
す
る
機
会
と
し
て

設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。�

�

　
今
年
か
ら
西
郷
区
、
北
郷
区
の
小
中
学
校
へ
も
訪
問
し
て
学
習
会
を
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
、
早
速
、
田
代
小
学
校
で
の
授
業
と
な
っ
た
も
の
で
す
。�

�

　
学
習
会
は
、
田
代
小
学
校
の
六
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、
韓
国
と
日
本
の
文
化

の
違
い
や
生
活
様
式
な
ど
を
詳
し
く
学
習
し
ま
し
た
。�

�

は
じ
め
て
韓
国
文
化
に
触
れ
た
生
徒
た
ち
は
、
興
味
深
く
授
業
を
受
け
た
模

様
で
、
ソ
ヨ
ン
先
生
の
説
明

を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。�

　
こ
の
学
習
会
は
、
二
学
期
、

三
学
期
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
美
郷
町
全
区
で
幅
広

い
学
習
活
動
が
展
開
さ
れ
る

予
定
で
す
。�

�

　放課後子ども教室は、学校の放課後の空き教室等を利用して、放課後における子どもたちの安全な
活動拠点（居場所）を確保し様々な体験や学習活動を行なうものです。�
　北郷区では北郷小学校（音楽室）の「地蔵の里キッズ学園」に続き、黒木小学校（体育館ミーティング
ルーム）においても「くろぎキッズ学園」を開設しました。読み聞かせや七夕かざり・水鉄砲作りなど、地
域の方々の参画を得ながら運営しています。文化芸術、歴史、技術や知識など、子どもたちの体験・学
習にご協力いただける方は、ぜひ教育委員会までお申し出下さい。�
�
�

　７チーム参加のもと、夏季トーナメント大会が８月
９日から19日にかけて開催されました。�
　決勝戦は若い力が加入し勢いに乗るレッドソック
スと、若宮カグラーズとの準決勝を判定戦で制し
た和田マリナーズの戦いとなりました。中盤までは
拮抗した投手戦が展開されましたが、終盤に打線
が爆発した和田が春季大会に引き続き本大会を
制しました。�
　これにより和田は美郷シリーズへの出場権を獲
得しました。�

　
去
る
８
月
29
日（
月
）に
延
岡
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ

た
九
月
期
子
牛
郡
共
進
会
並
び
第
五
十
六
回
総
合
共

進
会
に
於
い
て
、
北
郷
区
・
田
村
ア
ツ
子
さ
ん
が
生
産
し

た
雌
子
牛「
た
か
み
号
」（
忠
富
士
×
安
平
×
糸
秀
）が
優

等
首
席
を
受
賞
し
、
南
郷
区
・
中
田
昭
敏
さ
ん
が
生
産

し
た
雌
子
牛「
た
だ
さ
く
ら
号
」（
忠
富
士
×
安
平
×
隆

桜
）が
優
等
四
席
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
北
郷
区
の
宇
和
田
雅
祥
さ
ん
が
飼
育
し
て
い

る
育
成
牛「
み
ほ
か
ず
号
」（
美
穂
国
×
福
桜
×
平
茂
勝
）

が
宮
崎
県
畜
産
共
進
会
の
補
欠
牛
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
田
村
さ
ん
、
中
田
さ
ん
、
宇
和
田
さ
ん
と
も
、
常
に
発

育
良
好
な
素
晴
ら
し
い
子
牛
を
生
産
さ
れ
て
お
り
、
日

頃
の
飼
育
管
理
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
益
々

の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。 （
農
業
振
興
課
）�

���

　
９
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）に
、
石
峠
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
前
の
大
内
原

ダ
ム
湖
で
、
九
州
管
内
か
ら
多
く
の
選
手(

プ
ロ
選
手
を
含
む)

が
出
場

し
、
日
本
ウ
エ
イ
ク
ボ
ー
ド
協
会
公
認
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会「
ウ
エ
イ

ク
ボ
ー
ド
石
峠
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
カ
ッ
プ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
水
上
で
の
華
麗
な
技
の
競
演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
の
中
で
、
メ
ン

ズ
プ
ロ
ク
ラ
ス
に
出
場
し
た
、
川
口
慎
平
さ
ん(

西
郷
区
花
水
流)

が
見

事
２
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。�

�
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行
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
活
動
は
南
郷
区
内
の
小
中
学
校
で
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
韓

国
文
化
の
紹
介
や
ハ
ン
グ
ル
語
の
勉
強
な
ど
異
文
化
を
理
解
す
る
機
会
と
し
て

設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。�

�

　
今
年
か
ら
西
郷
区
、
北
郷
区
の
小
中
学
校
へ
も
訪
問
し
て
学
習
会
を
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
、
早
速
、
田
代
小
学
校
で
の
授
業
と
な
っ
た
も
の
で
す
。�

�

　
学
習
会
は
、
田
代
小
学
校
の
六
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、
韓
国
と
日
本
の
文
化

の
違
い
や
生
活
様
式
な
ど
を
詳
し
く
学
習
し
ま
し
た
。�

�

は
じ
め
て
韓
国
文
化
に
触
れ
た
生
徒
た
ち
は
、
興
味
深
く
授
業
を
受
け
た
模

様
で
、
ソ
ヨ
ン
先
生
の
説
明

を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。�

　
こ
の
学
習
会
は
、
二
学
期
、

三
学
期
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
美
郷
町
全
区
で
幅
広

い
学
習
活
動
が
展
開
さ
れ
る

予
定
で
す
。�

�

　町では「美郷町特用林産物振興対策事業補助金交付要綱」を改正し、新規参入者対策として、60歳
以下の者でしいたけ生産に取組んで3年未満の者（IターンやUターン者を含める）に、新規参入者と認
定してから3年間補助率を事業費の3分の2以内（通常3分の1及び2分の1以内）とし、種菌購入事業と
原木供給事業の併用を認める（通常併用は認めない）、優遇策を取ることとしました。�
　具体的に優遇が受けられる事業は次のものとなっています。�
①種菌購入事業（年間2万個以上購入）　②ほた場整備事業　③ほた場造成事業　④共同選別利
用事業　⑤原木供給事業（年間10㎥以上購入）�
　新規参入者の認定に関しては申請等が必要なので、詳しくは林業振興課まで、お問い合わせ下さい。�
�

　８月２５日（木）に美郷南学園において、県教育研修センタ
ーの協力のもと、「美郷町小中一貫教育学力向上研修会」
が行われ、町内の教職員約７０名が参加しました。教科ごと
に分かれた先生たちは、講義や演習等を通して、効果的な
一貫教育の在り方や授業改善のポイントについて研修しま
した。県立高校入試や学力調査の問題を解きながら、小中
学校９年間を見通した教育の在り方について熱心に協議し、
よりよい指導方法をおみやげにもって帰ることができた充
実した研修会でした。�

　東日本大震災で被害を受けた宮城県山元町の
小中学校に、県は県内３６名の先生を派遣し、４つ
の小中学校の学校支援を行いました。美郷町から
は美郷南学園の井上浩樹教諭が、７月２３日から７
月３１日にかけて山元町立山下第一小学校での支
援活動を行いました。�
　猛暑、そして震度５の余震を繰り返す中でしたが、
授業や図書整理、子どもたちとのふれあいなど、期
間中は支援活動に終始し、現地の子どもたちや先
生たちを元気づけることができたようです。また、
美郷南学園の子どもたち・先生たちの温かいメッセージのプレゼントも届けることができました。�
　井上先生は「被災された地域を見たり、話を聞いたりしてきて、日頃からの危機意識の高さが、非
常時に命を守ることにつながることを学びました。今後の防災教育に学んだことを生かしていきたい
です。」と語っていました。�
　井上先生の経験を生かしながら、今後の防災教育の充実を図っていきたいと思います。�
�

　７月２７日（水）に南郷区多目的研修センターにおいて、教職員・保護者約１００名が参加し「美郷町小中
一貫教育フォーラム」が行われました。�
　講師は県教育庁の山本真司次長と、同庁総務課の近藤啓次郎指導主事でした。�
　山本次長は「本県のこれからの教育」と題し、第２次県教育
振興基本計画を柱とした１０年後・２０年後を見据えた教育の
在り方について、具体的にお話しいただきました。�
　近藤指導主事は「美郷町における小中一貫教育のあゆみ」
と題し、平成１８年から本町に勤務した経験を通して、小中一
貫教育にかける熱い思いをお話しいただきました。�
　また、当日は絵本サークル「スマイル虹」による絵本の読み
聞かせや図書展示等もあり、和やかな雰囲気で行われました。�
　今後の美郷町の教育について深く考える機会となる、素晴
らしいフォーラムでした。�
�

　
美
郷
町
北
郷
区
に
帰
省
し

た
方
と
、
北
郷
区
内
の
野
球

チ
ー
ム
か
ら
選
ば
れ
た
選
手

が
野
球
で
交
流
す
る『
ふ
る
さ

と
野
球
大
会
』が
８
月
13
日
、

入
下
の
北
郷
総
合
運
動
広
場

で
開
か
れ
た
。
例
年
に
比
べ
帰

省
者
の
人
数
が
少
な
く
チ
ー

ム
編
成
に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、

在
町
者
の
補
強
？
を
行
い
熱

戦
を
展
開
。一
投
一
打
に
歓
声

が
上
が
り
、
参
加
者
は
、
昔
の

友
人
や
地
域
の
人
た
ち
と
の

再
会
を
楽
し
み
な
が
ら
、
心

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。�

　
試
合
後
も
、
恒
例
の
参
加

者
に
よ
る
懇
親
会
が
盛
大
に

行
わ
れ
、
参
加
し
た
帰
省
者

は『
縦
の
つ
な
が
り
も
横
の
つ

な
が
り
も
感
じ
ら
れ
る
交
流

の
場
。
い
つ
ま
で
も
続
け
て
ほ

し
い
』と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
６
年
前
か
ら
北
郷
中
学
校

の
野
球
活
動
が
停
止
し
、
若

い
世
代
が
野
球
に
接
す
る
機
会
が
減
少
し
、『
ふ
る
さ
と
野
球
大
会
』

の
継
続
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
合
併
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
お
盆
の

恒
例
行
事
。
20
年
以
上
の
歴
史
あ
る
大
会
で
あ
る
と
共
に
、
懇
親

会
で
の
約
束
を
果
た
す
た
め
継
続
を
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。�

　
最
後
に
、『
ふ
る
さ
と
野
球
大
会
』を
盛
り
上
げ
支
え
て
い
た
だ

い
た
方
々
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。�
�

　9月2日（金）高千穂町武道館において第2回宮崎県乾しいたけ生産者大会が開催され、美郷町から
は生産者と関係者合わせて77名参加しました。大会では、第56回乾しいたけ品評会の表彰も行われ、
北郷区の山崎彰子氏が特別表彰「最高平均単価賞」を受賞されました。�
　参加者からは、各生産者が県への品評会に積極的に出品し、品質と収益の向上を図る取組を当面
の目標としていきたいとの声が聴かれ、有意義な大会参加となりました。 ��



平成23年10月（11）�

　美郷町では、平成２４・２５年度指名競争入札参加資格審査申請書（指名願）の受付を行いますので、町の発注
する建設工事等の入札参加を希望される方は、下記のとおり申請書を提出してください�
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地
方
自
治
は
税
金
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。つ
ま
り
納
税
者
が
福

祉
や
教
育
、
土
木
事
業
な
ど
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。�

　
町
税
の
滞
納
は
、
町
の
財
政
を

圧
迫
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。�

　
そ
し
て
何
よ
り
も
、
納
期
内
に

税
金
を
き
ち
ん
と
納
付
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
大
多
数
の
善
良
な
納

税
義
務
者
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
督
促
状
の

送
付
な
ど
、
余
分
な
経
費
に
税
金

を
使
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
町
で
は
、
納
付
で
き

る
の
に
納
付
し
な
い
悪
質
な
滞
納

者
に
対
し
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
宮
崎
県
と
協
力
し
て
税

の
収
納
対
策
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
は
税
源
移
譲
に
伴

う
収
入
確
保
と
、
町
税
務
職
員
の

徴
収
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。�

　
町
と
県
は
協
力
し
て
滞
納
町

税
の
解
消
と
滞
納
整
理
、
差
押
等

の
強
制
処
分
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
本
年
度
は
４
名
の
県
職
員
に

対
し
て
、
８
月
９
日
に
税
務
職
員

併
任
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

 ��������������

　
併
任
人
事
交
流
で
は
、
悪
質
な

滞
納
者
に
対
し
て
地
方
税
法
第

48
条
に
基
づ
き
県
へ
徴
収
引
継
を

行
う
他
、
給
与
、
預
金
な
ど
の
差

押
え
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

の
実
施
を
行
い
ま
す
。�

������������

����

　
税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め

な
か
っ
た
人
に
は
、
ま
ず
督
促
状

を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を

経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し
な
か

っ
た
場
合
に
は
、『
町
は
滞
納
者
の

財
産（
給
与
、
預
金
、
生
命
保
険
、

不
動
産
、
自
動
車
な
ど
）を
差
し

押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』と

地
方
税
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の

公
平
性
を
図
る
た
め
、
滞
納
税
は

強
制
的
に
徴
収
し
ま
す
。
こ
の
結

果
、
滞
納
者
は
経
済
的
な
不
利

益
を
負
う
だ
け
で
な
く
、
社
会
的

信
用
も
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

�������

　
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的

に
税
金
を
納
期
内
に
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
人
は
、
納
期
内
に
財
務

課
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
生

活
状
況
な
ど
を
聞
き
取
っ
た
う
え

で
、
徴
収
の
猶
予
な
ど
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
虚
偽

の
申
し
出
や
納
付
計
画
を
守
ら

ず
に
不
履
行
に
な
っ
た
場
合
は
、

滞
納
処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。�

　
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、

必
ず
財
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。�

��������������

　
宮
崎
県
と
県
内
各
市
町
村
は
、

滞
納
処
分
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
地
方
税
滞
納
者
の
不
動
産
を

公
売
し
ま
す
。
詳
し
く
は
日
向
県

税
・
総
務
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

※
日
時�

　
平
成
23
年
11
月
９
日�

※
場
所�

　
宮
崎
県
庁
７
号
館�

　
７
４
４
号
室�

※【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

　
日
向
県
税
・
総
務
事
務
所�

　
　
　
　
　
納
税
管
理
課�

　
　
　
　
　
　
1
52
―
４
１
４
８�

�

����

　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
つ
い
て

な
い
農
耕
作
業
車
で
は
、
公
道
を

走
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。�

も
し
、
こ
の
よ
う
な
農
耕
作
業
車

（
未
申
告
）を
発
見
し
た
場
合
に

は
３
万
円
以
下
の
過
料
が
科
せ
ら

れ
る
事
と
な
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
農
耕
作
業
車
を
お

持
ち
の
方
は
、
財
務
課
に
て
申
告

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
な
お
、
農
耕
作
業
車
の
税
額
は

１
６
０
０
円
と
な
り
ま
す
。�

��� ��

モロッコ料理の代
表「タジン」と「ク
スクス」を中心に
家庭でつくれる
全83レシピを収
録！本場のタジン
で秋はおいしくヘ
ルシー�

　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税の課税対象とされています。（障害年金・
遺族年金は課税されません。）�
　課税対象となる受給者の方には、毎年11月上旬までに日本年金機構から扶養親族等申告書が送
付されますので、12月1日の提出期限までに必ず提出してください。�
　この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉徴収税額が決まります。もし提出
を忘れると各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご注意くだ
さい。�
　なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。�
�

絵本作家による被災
地ボランティア活動
記。様々な葛藤。交
流。ボランティアって
何なのか。読者のハ
ートに突き刺さるコミ
ックエッセイ。�

※利用したい図書等のご要望がございましたら、お近くの図書館（室）にお気軽にご連絡下さい。参考にさせて頂きます。　      

南
郷
区
公
民
館
図
書
室
�

西
郷
図
書
館
�

北
郷
図
書
館
�

特定健診の文書料補助をご存知ですか？�



○国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。
　（その年の1月1日から12月31日までに納付した保険料が該当します。）�

○この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けられてい
　ますので、平成23年1月1日から9月30日までの間に国民年金保険料を納付された方に対し、「社会
　保険料(国民年金保険料)控除証明書」が本年10月下旬から11月上旬までに日本年金機構から送付
　されます。�
　年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（または領収証書）を添付してください。�
　なお、10月1日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方には、来年の
　1月下旬に送付されます。�

○ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納付されたご本人の社会保険料控除の申告に加え
　ることができますので、ご家族宛に送られた控除証明書を添付して申告してください。�
　※「社会保険料(国民年金保険料)控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表示
　されている年金事務所へお問い合わせください。�
�

　宮崎県委託チャイルドシート使用及びシートベルト着用普及推進員、日向自�
動車学校所属の山本英次です。�
　今日は町民の皆さんにシートベルトの豆知識をご紹介します。�
　いきなりですがクイズです。�
�
　�
�
　「はい」を選んだ方は、こう考えていませんか？�
　「運転席や助手席は急ブレーキかけたらフロントガラスやハンドルに頭ぶつけるから危ない。�
　後部座席は前に比較的柔らかい運転席や助手席のシートがあるから安全じゃろう」�
　昔から、いわば定説になってるような考え方ですが実は大きな間違いなんです。�
�
　こんなデータがあります。�
　後部座席のシートベルトをしないと、着用時に比べ致死率は約１４倍、車外に放り出される確率約７
５倍、更に運転席、助手席に乗ってる人に重症を負わせる確率約５１倍なんです。�
　イギリスのダイアナ元皇太子妃の事故をみても、助手席のボディーガードは事故の数秒前にシート
ベルトをして助かり、亡くなったダイアナ妃と恋人は後部座席でシートベルトしていなかったそうです。�
�
　クイズの答えはもちろん「いいえ」です。�
　車に乗るときは、どの場所に座ってもシートベルトしましょうね。�
�
（出典：警視庁・全日本交通安全協会のポスター、イタルダインフォメーション74号より抜粋）�
�
�

特定健診の文書料補助をご存知ですか？�

¥7,200 �

¥4,000 �

¥1,000 �

¥1,200 �

¥1,600 �

¥2,400 �

¥4,000 �

¥1,600 �

¥4,700 
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�

�

　 台風や地震などの災害に備えて、いざというときにすぐに持ち出せるように必要な物を準備してみま
せんか。あまり欲張りすぎず、重さの目安は男性１５ｋｇ、女性で１０kg程度の様です。   �
　両手が使えるように、背負いやすいリュックサックなどにまとめておきましょう。   

※以上の表はあくまでも例示です。  �
家族構成を考えてこの他にも必要な物があれば準備しておきましょう。  �
　保管場所を家族全員が知っておくとよいですね。  �
★非常食品には、賞味期限があります。  �
　９月１日の防災の日など、年に１回期日を決めて点検・交換を行いましょう。  



地 域 医 療 � 地 域 医 療 �

　今年も地域包括医療局と健康福祉課・町民
生活課で8月9日から南郷区を皮切りに地域医
療座談会を実施しております。医療の現状説
明及び地域医療について、また、健康づくり・
健診についてのお知らせもありますので、多
数お集まり頂きますようおねがいいたします。
座談会の日程は下記のとおりです.時間はい
づれも午後7時からです。�
�

　このお城は、若宮区の佐藤義信さんが、段
ボールを使い、写真を見ながら1ヶ月半かけて
築城したものです。�
　この作品で4作目になるそうですが、縦横の
比率や屋根の反り、立体感などが難しかった
と話されていました。�

　
い
ち
ょ
う
の
盆
栽
が
病
院
の
入
口
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

今
は
緑
の
綺
麗
な
扇
型
葉
っ
ぱ
で
す
が
、
秋
に
な
る
と
、
美

し
い
黄
色
に
変
わ
る
と
こ
ろ
が
観
ら
れ
る
と
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。�

夏
か
ら
秋
に
な
る
季
節
感
を
味
わ
う
の
も
い
い
で
す
ね
。

　（
ち
ょ
っ
と
贅
沢
か
な
。
）�

�

　
今
回
は
、
目
薬
の
話
で
す
。�

　
ど
こ
の
ご
家
庭
で
も
１
本
は
あ
る
目
薬
で
す
。
お
店
で
買
っ
た
も
の
や
病

院
で
も
ら
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
病
院
か
ら
も
ら
っ
た
目
薬
は
、

症
状
が
似
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
他
の
人
が
使
う
の
は
い
け
ま
せ
ん
。
効

果
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
目
薬
は
１
滴
で
充
分
効
果
が
で
ま
す
。
１
滴
で
目
の
涙
の
量
以
上
あ

り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
以
上
さ
し
て
も
目
の
中
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
あ
ふ
れ
出
て
き
て
、
か
え
っ
て
、
目
の
周
り
の
皮
膚
が
か
ぶ
れ
た

り
し
ま
す
。
あ
ふ
れ
た
液
は
テ
ィ
シ
ュ
等
で
そ
っ
と
お
さ
え
て
吸
い
取
っ
て
く

だ
さ
い
。こ
す
ら
な
い
よ
う
に
。�

　
重
要
な
こ
と
を
も
う
ひ
と
つ
。
目
薬
は
開
封
し
た
ら
1
ｹ
月
を
目
安
に
、

新
し
い
も
の
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。１
度
あ
け
た
ら
中
で
細
菌
が
増
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
も
っ
た
い
な
く
て
も
、ひ
と
月
が
限
度
で
す
。
な
か

に
は
２
週
間
し
か
効
果
の
な
い
目
薬
も
あ
り
ま
す
し
、
時
々
し
か
使
わ
な
い

目
薬
や
、
お
店
で
買
っ
た
目
薬
は
特
に
注
意
し
て
、
い
つ
あ
け
た
か
わ
か
ら

な
い
目
薬
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
有
効
期
限
が
書
い
て
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
目
薬
を
あ
け
な
い
場
合
で
す
か
ら
。�

　
指
の
力
が
な
く
な
っ
て
き
て
、
目
薬
を
う
ま
く
押
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
時
は
、
人
差
し
指
で
目
薬
の
底

を
押
す
よ
う
に
す
れ
ば
う
ま
く
出
ま
す
。�

　
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
時
は
お
気
軽
に

病
院
で
聞
い
て
く
だ
さ
い
。�

 �
　
目
薬
の
あ
れ
こ
れ
で
し
た
。�
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